
 

【自治推進分科会からの提言】 

「高浜市自治基本条例 子ども向け副読本」を活用した、 

出前授業に出かけよう！ 

（回答者：地域政策ＧＬ 岡島正明） 

・教育委員会と連携し、２月７日（木）に高浜小学校６年生３

クラスを対象に、モデル校として出前授業を行う。 

・来年度は市内全小学校にて実施予定。 

 

【生涯学習分科会からの提言】 

「教える人」と「教えてもらう人」の結びつけを考えよう！ 

（回答者：文化スポーツＧＬ 内藤克己） 

・現在地域の達人が先生となって、子ども達が市民の皆さんに教え

てもらう「高浜（まち）の学校」を今年の夏休みに予定している。 

・まずは３月１７日（日）にお試し版「高浜（まち）の学校」を実

施する。 

・まち協を中心に地域の子ども達に教える講座を行っているが、「高

浜（まち）の学校」では範囲を市内全域対象とし、今後協力をお

願いしていく。 

 

～ 「思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま」の実現を目指して～ 
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第５回市民会議を、２月５日（火）午後７時より、

市役所４階にて開催しました。参加者はメンバー・

傍聴者合わせて１１８人でした。 

 全体会では１０月１０日（水）に市長に提出され

た「提言」を行政がどのように受け止めたのか、そ

の考え方と対応について、提言内容を担当する各所

管グループより発表しました。提言は各分科会にお

いて、まちづくりの目標達成に向けて、行政や地域

などにおける今後の取り組みに活かしていくことを

目的に市民目線で検討されたアイデアです。 

平成２５年度の高浜市のまちづくりの中で、事業

として具現化、または重要な課題として活かされて

いきます！ 

第５回の市民会議は・・・       

「市民会議からの提言」に対する行政の考え方 
・対応を発表します 

 

「高浜（まち）の学校」お試し版

では、かわら美術館にて、「親子の

ための初心者向けデジカメ講座」

を開講します！ 

提言から生まれた新たな試み 

出前授業に向けて、学校の先生指導

のもと、練習を行いました！ 
出前授業の練習風景 

提言に対する行政の考え方・対応の発表の一部をご紹介します 



 

【防犯・防災分科会からの提言】 

標高サインの設置を希望するコンビニ、医療機関など、不特定多数の方が利用する施設に 

標高サインを配布し、啓発を図る。（広報・ホームページで募集）（回答者：都市防災ＧＬ 芝田啓二） 

・「標高の見える化」の第 2ステップとして、コンビニ・医療機関など不特定多数の方が利用す

る施設に対して、標高シールの設置・配布をする。 

・「広報たかはま」２月１日号にて、標高サインの設置場所の募集の記事をのせ、広くＰＲした。 

・２月を強化月間とし、地域のコンビニや医療機関を訪問し、標高シール設置を依頼している。 

 

 

第 16回ざっくばらんなカフェ 

「２人の市長が語るざっくばらんなまち 

づくり論」地域福祉分科会  井原祥子さん 

・2 月 23日（土）13:30～16:00、いきいき広

場いきいきホールにて、開催。 

・長久手市長 吉田一平さんと高浜市長に、

それぞれが考えるまちづくりについて語って

いただく。 

○「タカハマ物語」再上映 

○バコハ祭り開催 

産業・観光分科会 神谷環光さん 

・2 月 9日（土）～3月 16日（土）の間、 

10:30 より、「タカハマ物語」の上映会を 

かわら美術館シアターにて開催する。 

・3 月 24日（日）、かわら美術館および森 

前公園にて「バコハまつり」を開催する。 

多くの中高生が活躍する他、朝 2回、昼 

2 回「タカハマ物語」の再上映を行う。 

＜次回＞ 
第６回市民会議 
３月１日（金） 

 

≪編集後記≫ 各グループリーダーの言葉からは、高浜市をより良くしていきたいという
皆さんの想いをしっかり受け止め、前進しようという意気込みを感じていただけたのでは
ないでしょうか。お知らせコーナーの情報提供にもまちづくりの目標に向けて一緒に動い
ていこうというメッセージが込められていたように、市民と行政が手と手を取り合い、愛
着が持てるまちを目指して、共に歩んでいけたらと思います。（Ｉ.T.） 
 

より皆さんに知っていただくために・・・ 
～「見える化」を進めます～ 

【財政分科会からの提言】 

より多くの市民のみなさんに財政状況に関心を持ってもらおう！ 

（回答者：財務ＧＬ 竹内正夫） 

・今年度、財政分科会メンバー全員で財政クイズを作成し、クイズ大会を

開催する。来年度はクイズを活かした財政ゲームを行う。 

・「わかりやすい財政のお話」をヴァージョンアップし、

シリーズ化していく。 

・若年層が訪れる公共施設にポスターを貼り、「財政  

の見える化」を図る。 

 

より多くの市民の皆さんに財

政状況に関心を持ってもらお

うということで、「遊び・ゲー

ムを取り入れる」、「財政の情報

を自由に閲覧できるようにす

る」など、“財政の見える化”

に向けてこれまでにない斬新

なアイデアをいただきました。 

まちのお店にも標高サイン

が設置されていきます。 

お
知
ら
せ 

コ
ー
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地域の活動・地域の達人募集中 

文化スポーツグループ 東文彦さん 

・「地域の活動」や「地域の達人」の情報を募

集している。達人については、チェーンネッ

ト形式で紹介する取り組みの第１弾として、

「広報たかはま」2 月 15 日号に生涯学習

分科会の村松輝一さんが、切手アートの達

人として登場する。現在、市公式ＨＰで公

開しており、さらに情報を増やしていきたい

ので、ぜひ情報をお寄せいただきたい。 

「大家族たかはま」ロゴ入り名刺作成 

環境・憩い分科会 木村博之さん 

・チャレンジサポートたかはまでは、チャレン 

ジドの就労支援の一環として、名刺作成を

行っている。 

・このたび、「大家族たかはま」キャッチフレ 

ーズのロゴを印字した名刺の作成を開始し

た。ぜひ活用していただきたい。 


